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《実施状況》
　・令和6年6月12日～7月11日の期間、市民センター利用者に窓口サービスアンケートを実施した。
　・近隣地域団体・学校・関係機関や利用団体等の出席による事業運営懇話会を各市民センターで実施した。

評価

30/30（60館）

所見

　市民センターが担うべき役割を職員自ら十分に理解している。
　また、事業運営懇話会を各市民センターで開催して地域ニーズの把握に努めるとともに、アンケート
や各市民センターに設置した「ご意見・ご要望」箱に寄せられる利用者意見も踏まえながら事業の改
善に努め、市民センターの目指す「人づくり」「地域づくり」に取り組んだ。

　協定書、仕様書等に基づき、適切な施設運営がされている。
　令和6年8月17日に発生した大雨での対応については、所管課へ速やかに報告があり、その後の対
応についても適切に行った。

　日常的な施設の点検・清掃に努め、不具合箇所の早期発見や修繕など、適切な維持管理を行っ
た。

　指定管理者が実施する内部研修のほか、生涯学習支援センターや宮城県等が主催する外部研修
の受講を通して、職員の意識向上やスキルアップに取り組んだ。
　また、窓口サービスアンケートや事業運営懇話会、「お茶っこサロン」等の開催を通じ、市民ニーズ
の把握及び地域との顔の見える関係を構築し、サービスの向上に取り組んだ。
　施設利用者の事故やケガの対応も適切に行われているほか、だれもが参加しやすい機会を提供す
るため、託児付き、手話通訳・要約筆記付き、夜間・土日・祝日開催、出前などの形のほか、オンライ
ンを活用した講座等の実施に取り組み、利用者のニーズを踏まえて円滑に実施した。

　施設使用許可、施設使用料徴収及び指定管理料以外の各種経費については、条例等の規定に基
づき適切に行われた。
　生涯学習事業については、大規模修繕による休館により中止を余儀なくされた事業もあったが、概
ね年度当初に計画した事業を実施することができた。地域の学習ニーズや課題を把握し講座等を企
画・実施するとともに、市民のライフステージに応じた学習機会の提供や誰もが参加しやすい環境づく
りに取り組んだ。また、市民による主体的で多様な活動が地域で展開されるよう、サークル活動・市民
活動の支援を行うとともに、地域住民や団体同士をつなぐコーディネートにも意欲的に取り組み、地域
の特色や地域課題に応じて創意工夫に富んだ事業を多く展開した点が高く評価できる。
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評価分野

指定管理者評価シート

仙台市市民センター

公益財団法人仙台ひと・まち交流財団

令和5年4月1日～令和10年3月31日

4
施設の利用状
況

《利用者数》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《貸室利用件数》
　令和6年度　2,371,634人（前年度比　101.7%）　　　令和６年度  150,454件（前値度比　98.9%）
　令和5年度　2,331,232人　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年度　152,181件
　令和4年度　2,103,436人　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度　142,730件

《事業》
　・施設の運営管理（施設の使用許可、使用料徴収含む。）
　・生涯学習事業

　・指定管理者に支払った費用　　1,995,826千円（2,012,503千円）
　　施設管理分　　　　　　　　　　　　1,448,311千円（1,455,360千円）
　　生涯学習事業　　　　　　　　　　 　 547,515千円（　557,143千円）

　・その他市が負担した費用　　　　　  22,000千円（35,498千円）
　　施設管理分　　　　　　　　　　　　  　19,875千円（34,156千円）
　　生涯学習事業分　　　　　　　　　 　　2,125千円（  1,342千円）

5 収支の状況

(　)は前年度決算額

《収入》

　・使用料収入　　　　　　　　　　      155,661千円（161,581千円）
　・その他収入　　　　　　　　　  　        7,874千円（   8,099千円）
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三 評価総括

四 その他特記事項（上記評価項目の他に、指定管理者の優れた取組み等、特に記載すべき事項があれば記載する）

◎ 評価担当課（施設所管課）：教育局生涯学習支援センター、市民局地域政策課、各区中央市民センター

    窓口サービスアンケートの結果が示すように施設利用者の評価は良好である。
　施設の維持管理については、窓口対応等における対応事例などについて、速やかに全館で共有を図ることにより、利
用者へのより適切かつ公平な対応へつなげており、施設の状況に応じた管理や安全対策がなされている。また、自然災
害や感染症等の流行などの有事において事業継続可能な運営体制を構築するため、貸館業務にかかる情報の集約と
他館の応援体制を記した「施設管理カルテ」を56館分整備するなど、施設管理者として事業継続可能な運営体制の確
保に努めており、適切な運営がなされている。
　生涯学習事業の実施に関しては、コロナ禍で停滞していた活動等が活発化する中、これまで培ってきたコロナ禍での
事業実施における工夫を活かしつつ、多くの人が集い交流し合える事業を開催しており、要求水準書で定める講座等
の企画数及び実施回数の「年間10事業、45回以上」を、大規模修繕のため休館の期間があった5館を除く52館で達成
し、全館平均では「年間12.3事業、54.2回」実施するなど、年度当初に計画した事業のほとんどを実施できた。
　生涯学習事業の具体的な取り組みに関しては、ライフステージに応じた現代的課題に対応する講座に取り組んだほ
か、「持続可能な社会に向けた学び」としてSDGsの要素を取り入れた事業展開を図るなど、地域を取り巻く課題に対し
て、市民自らが主体的な活動を展開できるような学びの創出を行っている。さらに、だれもが参加しやすい学びの機会を
提供するため、託児付きや手話通訳・要約筆記付き、オンラインを活用した講座を実施するなど、多様な取り組みを積極
的に行っている。学びを地域に活かす取り組みとしては、コロナ禍で活動が制限されていたボランティア・サークル団体
等の市民による主体的な活動が再び活発に展開されるよう、団体に講座の講師を依頼したり、活動内容を地域に発信し
て認知度を高め、意欲的に活動ができる環境づくりを行っている。また、地域づくりを支援する立場として、地域の現状
や課題を把握できる場の設定やネットワークの構築を通じて、地域課題に地域全体で取り組むためのつながりづくりを支
援し、社会の変化に柔軟に対応していくための市民の学びと交流を支援するコーディネーターの役割を高い水準で果
たしている。

S

特記事項

《指定管理者（公益財団法人仙台ひと・まち交流財団）による自己評価》

●施設管理業務
　市民センターの利用状況は、利用件数が150,454件、利用人数が2,371,634人であった。大規模改修工事による臨時休館等の影響により利用件数は
減少したものの、利用人数は前年度より増加した。市民利用においても大きな事故もなく、基本的な感染防止対策を講じながら、安心・安全な施設利
用の提供ができたと評価している。
　市民センターの運営について、窓口サービスアンケートでは、全ての項目において「良い」「まあ良い」の合計が99％以上の評価を得た。アンケートや
懇話会等で利用者の意見の把握に努め、苦情等については、迅速な対応とともに全館で情報共有を行い、業務改善に生かした。また、市関係部局と
も緊密に報告・連絡を行っており、施設運営は適切に進められたと評価している。
●生涯学習事業
　生涯学習事業については、「市民センター事業要求水準書」の基本的事項を踏まえ、参加者が地域において主体的に活動し、学習成果を発揮でき
るように意識し取り組んだ。講座等の実施では、これまで培ってきたコロナ禍での事業実施における工夫等を活かしつつ、オンラインも活用しながら、市
民の学びへの支援やジュニアリーダー等の活動支援に努めた。また、令和7年2月に開催した「市民センターフォーラム」では、「たき火を通した地域コ
ミュニティづくり」と題した講演や市民センター事業の取り組み事例の紹介、市民センター等で活動する音楽サークル発表を行ったほか、eスポーツ体験
や健康チェックのコーナーを設けるなど、市民の方々の「ウェルビーイング」な生活の実現に少しでも寄与することを目指して実施した。
●その他
　「仙台市市民センターの施設理念と運営方針」の見直しに向けて、仙台市公民館運営審議会における審議の参考とするため、市民センターが取り組
んでいる各種講座や特色ある取組事例の報告、現場視察の調整などの協力を行った。

総合評価《施設設置者（仙台市）による評価》
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